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ツク金具施工説明書
るように、この説明害の内容にそって正しく取付けてください。
法を十分に説明してください。

竃　　　　　　　お守りいただく事項の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

一般的な禁止○一般的な指示

意注△
設置工事に使用する部品は必ず付属部品及び指定部品を使用してください。

陶器に衝撃を与えないようにしてください。陶器が破損してケガをしたり．漏水
のため家財を汚す原因になることがあります。
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の表示

TOTO　　　　　　　口。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製品の機能が十分に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取付後は、お客様に

安全のために必ずお守りくだ
こ使用の前にこの「安全のために必ずお守りください」をよくお読みの上、1
けください。この説明蟹では、概器を安全に正しくお取付いただき、お客様～

の危害や財産への損害を禾然に防止するために．いろいろな表示をしていま三
と意味は次のようになっています。

羅
さ
区
控

こ
こ
　
　
正
や
す

　　　　　　　　　　　　　意　　　味

この表示を無視して、誤った取扱をすると．人が障害を負う可能性及び物
的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

示表

意注△

（各部の名称及び施工のポイント）

左給水の場合 右給水の場合

π

レバーハンドル

　　　　　オ．，て繭フ』一管

「　玩

ピ輿
＼ε 調 r｛ポイント醐1

＝夢

巻

　　　　　　　　、
ボールタッブと反対側
になるように 順1⊇！　　　6田』　　　　　　7

・o

　　響u聞7

　　　　一
　　1
倉 ｝　　　　r

㊦ 　（・ゆ動
し

　　　　　　　8
．　　　嘱　o

．三

　　　ロータンク

口 l給
水

　　荊
一三＿＿駒一

　一　　ひ一　　一

　ノ
　F

一

暢魚 魚
◎

／　　　＼ 排水弁

魚＿魚
：
1
さ

，二＝＿　合
＝二』ニ；幽＝二＝＝

　　＼　　棄
　　　　　　　　　＿1【晋　一■　　置　■！1　＿，

ワンタ＿トタ）鴫． ／　　　＼

■トー・　・く『’1r’
イポイント副 　　　7　一

昌蟹鞠羅を醒
イポイント創

0一タンクを便器に取付ける
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※（⇒εコ）内の数字は器具の取付け手順を示します。
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器具の取付け
巨］取付ボルトの取付け

付属の六角ナットを使用して
強固に締付けてください。

取付ポルト

パッキン

黛　　”一｝甲r一’一　　　肪露層
o●o
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ナット

回排水弁の取付け

防露層取付部の形状に合うように傾けてください。

左給水と右給水の場合とは取付方向が違います。

①
　　オーバーフロー管が、ボールタップと反対側に
　　　なるよう取付けてください。

タンク防露層下面部は切取らないでください。

オーバーフ⊂1一管
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回レバー八ンドルの取付け

①スピンドルガイドをロータンクのレバー取付穴に差し
　込んでロータンク内側より、パッキンをはめ、ナット
　で締め付けてください。
　この時スビンドルガイドの切欠き溝をロータンク外側
　より見て、右に向けて取付けてください。

　　　　　　　　　　　廃

　　／／’＼　　　　　　 副

　　動　　　バツキン

　　　　爪▽

　スビンドルガイド

ヌ＼鋤切燗／

②ロータンク内側より、スビンドルレバーのリベットが
　スピンドルガイドの切欠き溝に入る様に差し込んでく
　ださい。

リベット

スピンドルレバー

ク

回レパー八ンドルの取付け続き

③ロータンク外側より、リングを差し込んでください・

　
　
　
　
＼

④レバーハンドルをスピンドルレバーに差し込んでくだ
　さい。この時、レパー八ンドルの向きは、臼一タンク
　前面から見て、水平になる様に差し込んでください。
　ロータンク前面より、座金と丸小ねじでレパー八ンド
　ルを固定してください。

水平になるように
取付けてください。

約90”
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匿］レパー八ンドルの取付け続ぎ

　⑤レバーハンドルのくぼみとキャッブ裏側の凸部を合わ
　せる様にして、キャップを取付けてくださいb
l　この時、キャッブ表側のTOTO文宇の向きにこ注意く

　ださい。

レパー八ンドル

キャッブ

、

颪、 くぼみ

文宇の向きにこ注意ください。

囚玉鎖の接続
号

①浮玉につながっている玉鎖をスビンドルレバー先端の
　穴に取付てください。

　　　　　　　　　’

神階墨ノ
　　　浮玉　　／

匠1玉鎖の接続続き

②取付後、レパーハンドルを操作し、浮玉が他に干渉な
　く持ち上がることを確認してください。
正常に作動しない場合には．クリップにつながってい
　る玉鎖の余りが5～6玉ぐiういになるように調節して
　ください。

クリッフ

黙恥｛

匿］ボールタッブの取付け
号

浮玉が上下にスムーズに動くよう正しく取付けてください。

　　　　　　　パッキン

回捕助水管の接続

補助水管は絶対に切らずに山なりになるようにとりつけ
てください。

オーパフロー管／
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G）

回タンク仁便器の固定

排水弁本体のねじ部にパツキンを差込み、便器側の取付
ボルト穴に合わせて差し込んでください。

排水弁本体

タンク

合

排水弁用パッキン

（ワンタッチナット專用品》

便器
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麟
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ワンタッチナット

ロータンクを便器に取付ける

下図のようにロータンクをまっすぐおろすように便
器に取付けると確実にシー・ルできます。
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△注意羅箋讐器領艦譲緊



匠］タンクの便器の固定（続き）

　　ち

　曹

ガイド

壱

陶器面

（1》ホルダーを外す

（～）つばが広がっていること・

　を確認する

　融

（3）つばの上面が陶器面に
　当たるまでポルトに差し

　込む

（4）ガイドを少し回しながら

　押し上げる。

（5）ワンタッチナットを手で

　しっかり締めっける

書

回ボールタッブと止水榔別売）の接続
↓

A部を固定した後、B部を
固定してくださし㌔

魁止水栓（または淋管）

回ボールタップと止水栓（別売）の接続（続き）

減圧弁ブッシュの取扱い

水圧が低く（0．1MPa以下）タンク肝水に時間がかかりす
ぎるときは・減圧ブッシュをはずしてセットしてください。

その場合・接続部には製品に付属のパッキンを使用してく
ださい．減圧ブッシュ使用の場合は、このパッキンは筐用
し沫せんのでお客搬にお渡しください。

（減圧ブッシュをセットする塊合）　　　減庄ブッシュは

（潔圧ブッシュをセットしない堀合）

　　　　　　、、嶽

　　　　～滋．

回水位の調節
畢

タンクの止水位がオーパーフロー管のWL（標準水位）
に合うように、次の要領で調節してください。

①調節リングを引き上げて回すと止水位を上下させるこ
　とができます。そのとき、浮玉を軽く手で押さえてお
　くとスムーズに回ります。90●回すと約8mm水位が変
　わります。
　・上から見て右回し・・止水位が上がります。
　・上から見て左回し・一止水位が下がります。

②調節が終わったら調節リングを引き下げて確実にロッ
　クしてください。

　　　　　　　調節リング　※洗浄不良防止のため・止水位
　　　　　　　　　　　　　は確婁に合わせてくださし㌦
　　　　　　　引き上げて
　　　　　　　回転させる。
　　　　o
右回し　　　　　　左回し

o　o
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・オーパフロー管

丸千）

回止水栓の調節

ボールタップの浮玉を押し下げて、止水栓を徐々に開い
てください・この状態で水面がオーバーフロー管より
10mm以上上昇しない程度に止水栓の開きを調節してく
ださい。この調節をしておけば、万一ポールタップが故
障してもタンクの水が外にあふれることはありませんし、
給水音も低くなります。

じやばら管　　水面

手でいつぱい押し
さげてください。／
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オーパーフO一管

1〔㎞朱満となる

ようにする。

匝］手洗金具の接続（手洗付の場合）
畢

手洗金貝

じゃばら管継手を
手洗金員にねじ込
む。

じゃばら管



回　手洗金具の吐水量謂節（手洗付の場合）

璃節金具をドうイパー一など

で団し、手洗金具か5の吐

水量が適当な水勢になるよ

うに寓箇してください。

調節金具

囮取付け完了後の確認
号

2～3度操作して、漏水等の異常がないことを確認して
ください。

※同梱の取扱説明書は必ずお客様にお渡しください。
手渡しできない場合は、工事完了後ハンドルなどに吊
　り下げておいてください。
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